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[調査研究]

「秋学期入学J の調査に関連した中国・台湾の大学訪問レポート

島本英樹・早田幸政・服部憲児

Report on Visits to Universities in China and Taiwan for Survey of Fall Semester Entrance 

Hidel� SHIMAMOTO, Yukimasa HAYATA and Ke吋i HATTORI 

Osaka Ulﾚversity has conducted a survey on the faJl semester entrance at overseas universities. The 0対ectiveof this survey is 

to increase the number of intemational students, returning from abroad. as well as to facilitate internationaJ cooperation 

between Osaka university and foreign universities. The survey team visited two Korean, three Chinese, and two Taiwanese 

universities for this purpose. Focusing on education-reJated issues regarding the faJl s巴mester entrance, we interviewed the 

representative authorities of the foJlowing universities: Dalian Science and Engineering University, Canton University. 

National Taiwan University, and National Politics University. The survey shows that th巴 inclinationamong students from the 

above four universities to study abroad seems generally to be greater than that among the students from Japanese universities 

However, those students face more economic and language problems than th巴 entranceprocess itself. 

はじめに 一本調査の目的 一

大阪大学では， 大学院において ， 4 月以外の時期にお

ける入学をすでに実施している研究科がある。その一層

の拡充を模索すべく ，外国人留学生や帰国子女の受入れ

を図るという観点から，また， 国際的人材を養成するこ

とを目指してなされた「大阪外国語大学」との統合の趣

旨を活かし，国際的な大学問の相互連携を促進する事業

の一環と して ， 海外の秋学期入学の実情調査がなされる

こととなった(以上の記述につき，大阪大学「平成20年

度 特殊要因経費(政策課題対応)事業計画J) 。

調査の方法

本調査は， アジア各国の主要大学における「秋学期入

学」を含む教育に関わる諸事項を，各大学の担当者より，

直接聴き取りを行うという方法で実施した。

調査対象とした大学の国別内訳は，韓国( 2 大学) , 

中国 ( 3 大学) ，台湾( 2 大学)である。具体的な調査

対象大学は，韓国外国語大学校，釜山大学校(以上韓国). 

大連理工大学， 大連外国語学院， 広州大学(以上，中国). 

国立台湾大学， 国立政治大学(以上， 台湾)である。

今回， 本稿で報告をするのは，本学 ・ 大学教育実践セ

ンタ ーの専任教員が直接調査に赴き啓面を仕上げた大連

理工大学，広州、!大学，国立台湾大学，国立政治大学につ

いてである。

ところで，聴き取り調査を行うに先立ち ， 各国間比較

や大学問比較を行う こ と等を想定し，上記大学で行う調

査項目の斉一化を図ることとした。そのためにも，国別，

とりわけ中国，台湾の高等教育及び同制度の状況把握を

する必要性を認識し ， まずこれら諸国の高等教育の状況

に係る文献調査を行った。

そして，文献調査を踏まえて，聴き取り調査に係る質

問項目を起案した。本調査は， r秋学期入学」に調査対

象を絞る こ となく，高等教育制度，高等教育政策，大学

入試制度及びその他の学生受入れの態様，学生の国外大

学への送り出しなど， その対象は広範に及んでいる。

そして， 各大学での聴き取り調査の実施に際しても，

これらの質問項目に基づいて，過不足なく聴き取りを行

うよう心がけた。本稿は，そうして笑施した調査の成果

の一環である。



56 

1 .大連理工大学

( 1 ) 訪問調査の概要

訪問調査先大学 訪 問 調査者

大連理工大学 早田幸政(大学教育実践

遼寧省大連市甘子区 センター教授)

凌工路 2 号 石野隆志(国際部学生交

流推進課長)

瀬戸克昭 (学生部入試課

入試企画係長)

( 2 ) 大学の概要

所 在 地 . 中国遼寧省大連市

学 生 数 : 約30，000人(学土課程19 ，000人，修士

謀程7，600人，博士課程3， 100人，留学

生300人) ， 但し，大学専科生等を含め

ると，約60，000人

教職員数 : 約3，400人(専任教員数1，800人)

キャンパス数 3 箇所

協定校数 : 約140校(東京大， 東京工業大， 東北

大， 早稲田大等を含む ) ， 大阪大学と

は ， 部局 レベルで協定

大学院研究科数:約20 (名称は ， 1理工j 大学であるが，

人文 ・ 社会科学系研究科も存在)

なお，学士課程には， 約60の専攻を用

意 (上記同様に ， 人文 ・ 社会科学系の

専攻 (1 日本」専攻もあり)も存在)

( 3 ) 中国大学全体の中での大連理工大学の位置づけ

大連理工大学は，中国国家教育部直属の72大学のうち

の一つであり， 国家重点大学を育成するための国家プロ

ジェクトである 1211工程J ， 1985工程」のいずれにも選

定。

中国全体の中での大学ランキングは， 20位~24位(遼

寧省内では， トップ)といったところに位置している。

( 4 ) 入学時期

学士課程の入学時期は， 9 月入学で統一的に運用され

ている。

一方，大学院課程については， 9 月入学制のほか ， 3 

月入学制も採用されている。

訪問調査日時 訪問調査先対応者

2008年12月 22 日 張維平(教務処副所長、教授)

10: 00-14 : 00 

王 II(園際協力交流処

国際交流科科長)

子 暁君(入試就職処副処長)

( 5 ) 昨今の中国圏内の志願者増に対応させた入学者受

け入れの状況

中国国内の高等教育人口は，年々増加の様相を呈して

いるが，大連理工大学では， 2007年， 200 8年共に，

4，700人程度の学生募集を行っており，募集者数の人数

増等の措置は採られていない。

また ， 入学者を受け入れる教育単位としては，昨今の

社会需要に対応させ，自動車，自動車環境， 1航天字宙J ，

マイクロ電子といった教育単位を創設した。但し ， それ

らは，いずれも ， 定員の純増を伴うものではなく ， 内部

改組で対応している。なお，マイクロ電子は，インテル，

大連市と共同で運用する教育プログラムでもある。

( 6 ) 大学合格のガイドライン

中国においては，中等教育制度， 大学入試制度が，全

国統一的に運用されているわけではない。

大学入試制度について言えば， 18の省が， 独自の試験

問題用紙を使って ， 試験を実施している。また，全国統

一試験の科目 の総合計点(満点)も，省毎に異なってい

る 。 このようなことから，省、毎に基準の異なる全国統一

試験を用いて，志願者の学力レベルを ， 単純に比較する

ことは難しい。

そこで，大連理工大学は， 入学志願者の入試の点数の

偏差を分析 ・ 検討した上で， 1国家レベルJ の水準にあ

ると考えられる学生2，000人を受け入れ， 残りの学生は

全て遼寧省内から受け入れることとしている。

( 7)学生の履修システム

学土課程の卒業所要単位数は， 175単位である。

また ， キャップ制を敷き ， 1 学期につき， 32単位を履

修登録上限として定めている。但し， 教務部門に申請す

れば， これを上回る履修登録が認められる場合がある。
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その一方で， 1 学期につき ， 30単位の修得を学生に対し

て義務付けてもいる。

単位認定は， 1 授業科目につき， 1100点満点」の採点

を基礎に行うが， 1合J ， 1否J 判定を通じて単位認定の

可否を決定する科目も存在する。

( 8 ) 大学評価

大連理工大学には，自己点検 ・ 評価の仕組みが設けら

れている。具体的には，専攻単位毎に，内部評価を実施

している。内部評価での評価項目 と して，カリキュラム

の適切性， 授業，学生の学習，ルール違反の発生状況な

どが挙げられる 。

これとは別に，国家教育部が， 5 年周期で，全大学を

対象に， 1学部J ， 1専攻j の教育評価を実施している

(1優J ， 1良J ， 1不合格」の 3 段階評定)。 さらに，同大

学は， 1985工程J の選定校でもあるので，固による 5 年

周期での研究プロジェクト評価の受審も義務づけられて

いる 。

( 9) 1985工程」がもたらした影響

1985工程j とは ， 1998年12月の国家教育部 121世紀

に向けた教育振興の行動計画」の実施の一環として，世

界のトップレベルを目指せる大学の選定と選定大学への

国による重点的な財政支援を指している。

1985工程J の選定校は，調査時点で， 38大学あり ，

大連理工大学もそのーっとなっている。

1985工程」選定大学の卒業生は就職に有利であるこ

とから，学生が進路選択をする際の重要な基準となって

おり，学生募集や優秀な学生の獲得の面で，それは，同

学にとって大き くプラスに作用している 。

海外大学も， 1985工程J 選定大学の学生を ， 優先的に

受け入れているようである。

(10) ï中外合作弁学J 方式による海外大学との提携状

況

「中外合作弁学」とは， 中国と外国の教育機闘が協定

に基づき，中国圏内で共同教育プログラムを開設 ・ 運用

することを通じて，教育を実施する教育形態を指す。

「中外合作弁学」方式は，およそ10年前から導入された

制度である。 しかし，同方式を採用するに当たっての国

家教育部の審査が厳しく ，この方式は普及しているとは

言いがたい。

国家教育部の審査が厳しいため，無許可で，事実上そ

うした制度を運用している大学も存在する 。 このため，

「中外合作弁学」方式と称する方式で受け入れた学生の

レベルは，あま り高くない傾向も見られる 。

海外大学に優秀な学生を留学させ，その見返りとして

海外大学から「優秀な学生」を受け入れる最良の方策は，

自発的意思に基づきそうした優れた大学と「協定校」 と

しての提携を取り結ぶことである ( もとより ，これは，

「中外合作弁学」方式とはま っ たく異なるものである) 。

(11) 1中国から留学生や教員を海外大学に送り出すこ

とは，中国高等教育の国際化とマンパワー・ア ップの

ための重要な戦略であるJ 叶 とする北京大学副学長

の見解に対する感想

標記の見解には，概ね賛成である。志願者が，大学進

学の選択肢のーっとして， 1大学の国際化」を標携する

大学を選ぶ傾向にある。大学教員についても ， 今， 国際

的視野を持つことが求められている。

大連理工大学では，ソフトウェア，材料を含む 4専攻

に 5 年制の「強化班」を置いている。強化班には， 1 日

本語強化班J と「英語強化班」があり ， 1日本語強化班J

では，最初の 1 年目は日本語で授業が行われ， 1英語強

化班j でも ， 3 年目には， 専門科目を日本語で学ぶこと

ができる。強化班の 4 年次の学生は，日本語試験に合格

できる能力を身につけている。強化班の目的は，優秀な

学生を，海外の優れた企業に就職させることにある 。

ところで， 大連理工大学の場合， 現在の学長，理事長

とも ， 国際交流に熱心で，学生の国際交流， インターン

シップ，留学生への奨学支援のため，毎年600万元の資

金を拠出している。国際交流への活用目的に，毎年100

万元の資金提供を行っている企業もある。

大連理工大学は，アジア人材基金を活用し，日本を含

む海外の大学院にも学生を派遣している 。

(※ ) 北京大学冨IJ学長が，日本の高等教育専門誌 rIDEJ NO.482 

( 2006.7.1) で ， r留学生を世界各国に派遣することは中国に

おける改革開放政策の基本的かつ重要な椴成部分であると

|註l時に，高等教育の国際化の重要な戦略の一つでもある」

(49頁) と述べるとともに， r中核の教貝を外岡の著名な大

学へ研修に派遣し，各国の国際交流活動に参加させる こと

も中国高等教育が国際化によって教員を養成する重要な方

法の一つである J (5 1頁)と記している。

( 12) 留学生派遣先としての (あ るいは留学生派遣先と

なることを想定しての」大阪大学に対する印象等

大阪大学には，比較的良い印象を抱いている。但し，

大連理工大学には，大阪大学出身者は，あまりいない。
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学生が留学するに当たり，春学期入学か，秋学期入学か

は，問題とはならない。

「日本語強化班」の学生が，卒業後， 日本の大学院に

進学することは，ほとんどない。その卒業生は，大学院

に行かずとも，直接，日本の企業に就職できるからであ

る。その一方，同班のインターンシップ経験者が，日本

の大学院への進学を指向する傾向にある 。

2. 中山大学

( 1 )訪問調査の概要

訪問調査先大学 訪問調査者

中山大学 服部憲児 (大学教育笑践

「州市新港西路135号 センター准教授)

松田健治 (国際部国際交

流課国際交流企画係長)

都々木真 (学生部学生支

援謀学生サービス第三係長)

( 2 )大学の概要

所 在 地:中華人民共和国広東省広州市

学 生 数 : 80 ，223人 (学士課程30，952人，修士課

程14，872人，博士課程4，050人，留学生

1，574人，成人教育学生13，798人，その

他14，997人)

教職員数 : 13，038人 (専任教員 (臨床教育担当者

を含む) 5 ，253人，教授932人，准教授

1，609人)※技師11 ，637人

キャンパス数 : 4 箇所

協定校数 : 約140校 ( うち日本の大学は東京， 九

州，広島，神戸，長崎，琉球，名古屋

工業，早稲田，創価，大東文化，東海，

関西学院， 立命館)

大学院研究科数: 32 (人文科学系，社会科学系，自然科

学系，医学系とほぼ全領域について研

究科が存在する ) ※外閏語学院に日本

語専攻有り(1978年設置， 1998年修士

課程設置)

( 3 )中国大学全体の中での中山大学の位置づけ

中山大学は，中国国家教育部直属の72大学のうちの一

つである。閏家重点大学を育成するための国家プロジェ

クトである 1211工程j ， 1985工程j のいずれにも選定さ

協定校聞で，交換留学(相Eの学費免除等) をし合う

ことは，相互理解のためにも効果的である。交換留学が

活発に行われている分野は，機械，材料，ソフトウェア，

日本語学などである。なお， 19+ 1 プロジェクト j ，

1 2 十 2 プロジェクト j ， 12 + 1 プロジェクト j 等で，

早稲田大学などの大学に対し，学生を派遣している 。

訪問調査日時 訪問調査先対応者

2008年12月 22 日 許卑 (招生弁公室秘書)

15: 00-16 : 30 

王嘉尉 (国際交流与合作処交流

科副科長)

丁玲(国際交流与合作処交流科)

れている 。 中回全土でも有名な大学であり，広東省内で

トップであることはもちろんのこと，中国南部でもトッ

プクラスの大学である。

( 4 ) 入学時期

9 月入学である 。 留学に関 して言えば，留学先の国が

秋季入学の方がやり易い。成人大学であれば 4 月入学で

も問題はないであろうが，有名大学であればやはり秋季

入学の方が都合が良u、。

( 5 )昨今の中国圏内の志願者増に対応させた入学者受

け入れの状況

学生数増加の影響で，中山大学でも実用的な分野 (経

済，管理，外国語など) を中心に学科が増えている 。 有

名大学に次ぐレベルの大学群は，有名大学に追いつくた

めに拡大政策を採っており， 318大学で学科が増設され

ている 。 逆に，有名大学はあまり学科を増やそうとはし

ておらず，これらの拡大政策をとる大学と提携し，例え

ば，教員や管理者の派遣などの支援を行っている (合

弁)。

(6 )大学合格のガイドライン

調査においては， 1中山大学の合格ラインは非常に高

いので，外部の影響を受けることはないJ との回答であ



「秋学期入学」の調査に関連した中凶 ・ 台湾の大学訪問レポー ト 59 

った。

(7) 学生の履修システム

キャップ制を導入しているが，詳細は学部ごとに異な

っている。大学によっては単位当たり授業料制にしてい

るところもある(中山大学ではこれを実施していない)。

( 8 )大学の評価

中国では， 5 年前から国家教育部(日本の文部科学省

に相当)による大学評価が行われ， 今年 (2008年)で全

大学を評価し終えた。大学評価により，大学の管理運営

の方法や人材養成の方針を明確にすることができた。ま

た， 1質を維持するために，どこに資金を投入したらよ

いか等について指導があり，有益であった」と好意的に

評価している。なお，中山大学は， 国家教育部から大学

評価の委託研究を請け負い， 実施している。

( 9) 1985工程」がもたらした影響

中山大学も 985工程の選定校の 1 つである。選定さ れ

たことによって，さらに評価が高まったことに加え，予

算も億単位で増えるというメリットがあった。国家教育

部から予算付きの研究委託が増え，若手の教員にも研究

課題が与えられている。学生の質は元々高かったので，

入学生のレベルが特別に上昇したということはないが，

注目度はさらに高まっている。近隣の他大学からは羨望

の眼差しで見られているようである。

(10) 1中外合作弁学J 方式による海外大学との提携状

況

中山大学も近年「中外合作弁学」 を始めている。「中

外合作弁学j は ， 外国大学の卒業証書を得ることができ

る，大学のイメージがアップする ， 外国の教育方法が参

考となって教員のレベルアップに繋がるなど，メリット

が大きい。しかしながら この方式の採用は容易とは言

い難い。一方では， 外国大学からプログラムや教科書等

について厳しい要求があり，他方では，関わる教員や予

算について国家教育部が厳しい審査の上で決定を下すこ

とになっている。

中山大学では， 中山大学嶺南商学院において ， 96年か

ら 12期にわたって中外合作弁学を実施しており，約1000

名が卒業している。このプロ グラムの終盤には ， 3 週間

~ 2 ヶ月のアメ リ カ視察が含まれている。ただし ， 同学

院には有職者も含まれており，あまり長期間は外国に滞

在できないため， この期間に多く勉強するわけではない。

また， 98年からフランスの大学との聞に中外合作弁学を

実施しており ， 約500人が卒業している。

(11) r中国から留学生や教員を海外大学に送り出すこ

とは，中国高等教育の国際化とマンパワー ・アップの

ための重要な戦略であるJ とする北京大学副学長の見

解に対する感想

この見解に対して「特に異論は無い」との回答であっ

た。「中外合作弁学と留学とは決して矛盾するものでは

ないので，中山大学としてはどちらも推進していく」予

定であるという意向が示された。

(12) 留学生派遣先としての (あるいは留学生派遣先と

なることを想定しての)大阪大学に対する印象等

大阪大学が優秀な大学であることは認識している。た

だ，中山大学の学生は欧米志向が強い。留学に際して何

を考慮するかは学生により異なっており，言葉やお金の

他にも，中国からの距離や大学の知名度などを気にする

者もいる。日本への留学に際しては，言葉の問題とお金

の問題が大きな障壁となる。 中山大学の学生は高校まで

に高い水準の英語能力を身に付けているので，英語固な

いしは英語によって教育が行われる大学であれば比較的

留学しやすい。研究型の大学であるシンガポール同立大

学などは，よく学生を募集しており ， 中国からの距隊が

近いこともあって，相当数の学生が留学している 。
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3. 国立台湾大学

( 1 ) 訪問調査の概要

訪問調査先大学 訪問調査者

国立台湾大学 島本英樹 (大学教育実践

台北市大安直羅斯福路 センター講師)

四段 u虎 明田敏彦 (学生部入試課

課長)

石倉義信(学生部学務課

課長補佐)

尾崎勉 (学生部学生支援

課奨学支援第一係長)

辻敏彦(国際部国際交流

企画係主任)

( 2 ) 大学の概要

所 在 地 : 台湾台北市

学 生 数 : 約33，000人(定員) ，うち学部生約16，000

- 1 7 ， 000人，大学院生約 1 6 ， 00 0-

17，000人(うち博士課程1 ，500人) ，学

部入学定員4，000人

学部数 :11

大学院研究科数 : 101 

( 3 ) 台湾の大学全体の中での台湾大学の位置づけ

台湾の大学は「大学の機能別分化」が推進されており ，

次の 3 つにカテゴライズされている。それらは 1 ) 研究，

2 )教員養成， 3 ) 地域貢献 (commun ity service) であ

る。台湾大学は 1 に属し，台湾における大学ではトップ

の存在である。これらのカテゴリ ーのうちでは 3 に属す

る大学が最もレベルが低くなっている。

( 4 ) 入学時期

学士課程は， 9 月入学で統一的に運用している。 入試

は 2 月と 7 月 に 2 回実施している。大学院課程について

も， 9 月入学で統一的に運用している (入試時期は異な

る)。

( 5 ) 昨今の台湾における「大学金入時代」 に対応した

高等教育の状況

学生のレベJレが下がることが懸念されるが，学生の質

を確保するために， 成績で厳しく管理している。その他，

毎年 7 月に「博覧会」と称する学生や家族を招く会を実

訪問調査日時 訪問調査先対応者

2008年 12月 18 日 洪泰雄

10: 00-11 : 30 (主任秘書官兼教務部長)

Kelly Chang 

(国際部国際交流課係長)

Jung-chen Chen 

(国際部留学生課留学生係員)

Patricia Yang (国際部留学生課

交換留学生係員)

施する(日本の大学のオープンキャンパスに近いものと

思われる)など， 学生募集を工夫している。

台湾における高等教育人口 に 占める大学院生の比率

が， 世界のトッフ・水準であるのは， 学術研究，産業発展

など国民レベルの向上を目的としてきたからである(昔

から，子どもは勉強させて， r肉体j 労働をさせたくな

いという風潮が残っている，という対応者の発言もあっ

た)。しかし ， 現在では ， 教員と学生の比率を考慮し，

大学院生を増やさない施策について政府で議論されてい

る。

( 6 ) 学生の履修システム

GPA制度については次のとおりになっている 。 80以

上 : A (そのうち 90以上はA+) ， 70-79: B , 60-69: C, 

50-59 : D, 49以下 E， と評価している。学部生は60以

上を 「合J ， 大学院生は70以上を「合」としている。留

学の際には，他大学と同様に(特別に)教務で表記を変

えている。

キャップ制については，学部生では ， ひと つの学期に

おける取得単位数を20-25に設定している。 25単位以上

取得するためには，申請書の提出が必要となっている。

(7) 国際学術交流

「国際学術交流を強化し，外国主要大学との協力関係

を構築し，人材の共同育成と共同研究の実現を図る」と

する台湾 I大学教育政策白骨j の構想の実現に向けた取

組状況については，台湾大学は世界中の大学と積極的に

交流しているが，同等の研究・教育レベルでないと推進
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しないように考えている 。

( 8 )日本語による大学入試制度

日本語による大学入試制度を日本語学科では実施して

いる ( 2 月入試のみ)。 難易度レベルは初級レベルに相

当する 。

( 9 )日本の大学への留学者の状況

調査対応者 (主任秘書官兼教務部長 ・ 洪泰雄氏)によ

ると，アメリカへの留学生は減っており，むしろ 日本へ

4. 国立政治大学

( 1 ) 大学の概要

訪問調査先大学 訪問調査者

国立政治大学 島本英樹 (大学教育実践

台北市文山E指南路 センター講師)

二段64~売 明田敏彦 (学生部入試課

課長)

石倉義信 (学生部学務課

課長補住)

尾崎勉 (学生部学生支援

課奨学支援第一係長)

辻敏彦 (国際部国際交流

企画係主任)

( 2 ) 大学の概要

所 在 地 : 台湾台北市

学 生 数 : 9 学部33学科， 5 ，539人 (学部9，284人，

修士3，377人，博士960人 ， 留学生436

人) それ以外にon-the-job mast巴r1,918 

人 (いずれも調査時点)

学部数:9

学科数 : 33 

大学院研究科数 : 48 

日本に対する交換留学数 : 24人 (2008年) ロシアの28人

に次いで 2 番目に多い。

( 3 ) 台湾の大学全体の中での政治大学の位置づけ

台湾大学の項で述べた 「大学の機能別分化」に関して，

台湾大学は， 1) I研究」に属し，台湾における大学で

はトップクラスの存在である。

は増加しているという印象を受けている。

(10) 留学生派遣先としての大阪大学に対する印象等

大阪大学が優秀な大学であることは認識されている 。

しかし，殴米 ( とくにアメリカ ) への留学希望の人気が

高いのが事実である。

留学生派遣に関しては，大阪大学に限らず，日本の大

学との入学時期の違いの問題を憂慮している。 そのずれ

をどうすれば良いか現在考慮中である。

訪問調査日時 訪問調査先対応者

2008年12月 18 日 Joyc巴 Y.Jen (回際交流課秘書官)

14: 00-16 : 00 

ほか国際交流課係長級 2 名

ほか教務課係長級 2 名

( 4 ) 入学時期

学土課程は， 9 月入学で統一的に運用されている。 大

学院課程についても ，修士課程，博士課程のいずれもが

9 月入学で統一的に運用されている。入試時期には違い

があり，学部については 7 月 ，大学院については 3 ~ 4

月に実施される 。

( 5 ) 昨今の台湾における「大学金入時代J に対応した

高等教育の状況

「大学全入時代」 の到来によって，質の良い学生の確

保が各大学において重要な問題となっている。台湾では

政治大学に限らず，学生の質が悪いと入学定員を減らす

といった調整を文科省 (教育部) が実施している。

政治大学では主に二つの施策を行っている 。 ひとつは

入学時点での入試成績の低下を標準点数を決めて対処

し，レベルが下がらないよう に している 。 次に，入学時

の成績の低下を補導センタ ーで指導し学生の成績レベル
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を確保しようとしている。その他，停学 ・ 退学制度も存

在する 。

( 6 ) 大学院生の比率の増加

政治大学でも ， 台湾大学と同様に大学院生の比率が上

昇している。経営的に必要なので必然的に募集定員数も

増加し，それに伴って入学しやすくなっていることも，

大学院生比率の上昇に繋がっている。

台湾では，国家の発展のためにも，研究・教育を奨励

しているが， 政治大学では，学部生数は横ばいの状況で

ある。 大学院生の数は増加しているものの，博士課程に

ついては横ぱいで，修士課程のみが増加している。 また，

学部生，研究生，大学院生の数はそれぞれ文科省 (教育

部) によって決められている 。 成績優良者には奨学金を

与え，また教員の研究を手伝うことで助成を受けること

ができるなど，大学院生に対する経済的援助にも配慮し

ている。

(7) 学生の履修システム

キャップ制については，一年間の単位取得は25単位以

下に定められている 。 1 - 3 年次には12単位以上， 4 年

次には10単位以上取得しなければならない。

GPA制度は， 100点満点の絶対評価によって80-100を

4 , 70-80 を 3 ， 60-70を 2 ， 50-60 を 1 ， 49以下を O

と評価している。

( 8 ) 国際学術交流

「国際学術交流を強化し，外国主要大学との協力関係

を構築し，人材の共同育成と共同研究の実現を図るJ と

する台湾 f大学教育政策白書J の構想の実現に向けた取

組状況は，政治大学では国際合作事務所を設立し， 1. 

外交， 2. 留学生， 3. 国際的方向・計画についての業

務を専門的に行っている。

教員と教員との交流，学生と学生との交流を含めて，

200大学以上の国際学術交流を実施している 。

( 9 )日本語による大学入試制度の存否

学部では，日本語学科で日本語による入試を実施して

いる。難易度レベルは初級レベルに相当する。

大学院では，法律，外交，日本語のそれぞれの学科で

日本語による入試を実施している。検定試験で 3 級レベ

ル以上に相当する。

( 10 ) 留学生派遣先としての (あるいは留学生派遣先と

なることを想定しての」大阪大学に対する印象等

大阪大学が優秀な大学であることは認識されている。

しかし，欧米 ( とくにアメリカ)への留学希望の人気が

高いのが事実である 。

政治大学では，入学時期の違いは留学のためには困難

ではないと考えている。 大学としては何も策を講じてい

ないが，学生にとっては，留学のために，良い準備期間

になっていると認識している。留学するにあたって問題

があるとすれば， 1 . 言葉の問題， 2. 英語で授業が受

けられる制度， 3. 支出 (生活費) の捻出，の 3 つが例

としてあげられた

結論

今回の調査において，中国および台湾のいずれの大学

でも，現地の大学の対応者と議論を重ねるなかで，学生

の留学に対する意欲が高いことが強く感じられた。 その

状況はまさしく少し時代を遡った，急激な発展を遂げた

頃のわが国での向学心に満ち溢れた大学の様子を想像さ

せるものであ っ た。著者の年代では，それらの学問に対

するエネルギーは今となっては伝え聞くものでしかない

が，アジアのなかでは研究・教育の先進国である我が屈

を越え，欧米先進諸国を目指すエネルギーとなっている

ことは想像に難くない。 2003年の時点で，アジア出身の

留学生は全世界の45% を占め， 2025年には70% を占める

ことが予測されている。 アジア地域は世界最大の留学生

数を有し，同時に高度人材が欧米等先進諸国に流出する

という，頭脳流出問題 (brain drain ) も起こっているよ

うに，量 ・ 質とも人材獲得競争の中心である。また，後

進であったものの，国際コンソーシアムや大学間交流の

急激な増加によって，高等教育ネットワークは急速な発

展を遂げている。しかし，我が固についてみると， ["失

われた10年j といわれるバブル経済崩壊後，留学先とし

ての魅力の減退，それに加え留学生ビザによる不法残

留 ・ 不法労働が社会問題化したことにより入管政策が厳

格化されたことで，留学生受け入れ数の停滞がもたらさ

れるなど，我が国の留学生受け入れ先としての政策・施

策は大きく遅れていることは残念ながら否めない。本調

査の目的である秋季入学に関しては，各大学の対応者と

も，概ね我が固との入学時期の違いそのものは現状では

問題ではなく，むしろ経済状態の差から生まれる生活費

の問題や留学先での言語の問題が大きいとの対応であっ

た。これらを踏まえると，今後アジアのなかで共存する
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ためには，受け入れ先として魅力的な固となるべく施策

を，大学独自あるいは協力するなかで数多く打ち出す必

要があるものと考えられる。
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